
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和2年度

予定
令和3年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

事業費 2,899,600 2,899,600 

交付金額 2,800,000 2,800,000 

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

平成３０年７月～平成３１年２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　本事業の実施により、中学校の英検準2級の合格者が前年度より倍増した
ことを中心に、小中学校全体でも合格率が増加したなどの成果が確認され
た。
　また、本事業が特定防衛施設周辺調整交付金事業である旨を次の方法によ
り、住民への周知を図った。
・町ホームページへの掲載

今後とも英語、環境及び郷土教育に重点を置いた教育を実施していく。

　無

英語教員給料　一式

事　　　業　　　評　　　価　　　書

然別演習場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：鹿追小学
校・鹿追中学校英語教員配置事業）

鹿追町

鹿追小学校（鹿追町東町３丁目２番地）
鹿追中学校（鹿追町鹿追北４線８番地４０）

　当町では、平成１５年度から平成２９年度まで文部科学省研究開発校の指
定を受け、幼小中高一環とした、英語、環境及び郷土教育に重点を置いた教
育を実施してきた。
　平成２９年度で文部科学省研究開発校の指定が終了したところであるが、
平成３０年度以降についても当該制度で実施してきた英語、環境及び郷土教
育に重点を置いた方針を継承していく。
　当該重点教育の実施に当たっては、文部科学省から加配（定員を上回る割
り当て）を受け、英語教員２名の増員で対応してきたところであり、文部科
学省研究開発校の指定解除に伴い加配も終了しているが、引き続き、英語教
員２名を採用し、当該重点教育を継承することで、２１世紀を生き抜く汎用
的な資質や能力をもつ人材の育成を目標とする。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成29年度 平成30年度
平成31年度

予定
平成32年度

予定
平成33年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

31,320,000 31,320,000

交付金額

30,000,000 30,000,000

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施状況

事業の改善措置及び今後の
対応

事業の評価に際しての第
三 者 機 関 の 活 用 の 有 無

　利用者が休憩の場、住民の交流の場として末永く利用できる施設として、今後も
維持管理に努める。

　無

　スキー場ロッジ新築工事　一式

　平成３０年８月～平成３０年１２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　本事業実施後、利用者に対してアンケート調査を実施したとことろ、ロッジの広
さ、明るさ、ゲレンデの見やすさ、及びトイレの使いやすさについて、６割以上の
高評価を得られ、利用者が快適に利用できる環境の充実が図られたことを確認でき
た。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を、町ホームページ、広報
誌及びＳＮＳに掲載することで住民への周知を図った。

事　　業　　評　　価　　書

然別演習場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：鹿追町
運動公園スキー場ロッジ整備工事）整備事業

　鹿追町

　鹿追運動公園スキー場（鹿追町幌内４－６）

  鹿追町運動公園スキー場ロッジは、昭和５８年の建設以降３５年が経過し、老朽
化が進んでいることに加え、トイレが汲み取り式であるため、悪臭や児童の使用に
不便を生じていることから、今年度に建替を行う予定である。
  本事業を実施することにより、安全で快適な環境を整え、冬季間の児童生徒の教
育・体力づくりの場、地域住民の健康づくりと交流の場として、スポーツの親交・
健康増進・福祉の向上に寄与することを目的とする。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和2年度

予定
令和3年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

事業費 3,471,090 3,471,090 

交付金額 3,400,000 3,400,000 

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　平成３０年９月～平成３１年２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　事業完了前は、休日のクラブ活動送迎時に自然体験留学センターに車両がなく、緊
急事態や自然体験活動に制限が出ていたが、事業完了後、留学センターの車両が増え
たことにより、どのような状況にも臨機応変に対応することが可能になった。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを町ホームページ及び町広
報誌へ掲載したことにより地域住民への周知も図られた。

今後とも、留学生の移動手段を確保するとともに、留学生の継続的な留学体制を整え
る。

　無

自然体験留学事業用車両　１台

事　　　業　　　評　　　価　　　書

然別演習場関連公共用施設（教育文化施設：自然体験留学事業用車両購入）整備事業

鹿追町

瓜幕自然体験留学センター（河東郡鹿追町瓜幕西１丁目４３番地）

鹿追町では自然体験留学事業を昭和６３年から３０年間実施している。これまで延べ
５００人（実数２５０人）の児童生徒を受け入れ、これにより地域住民との交流が育
まれ地域活性化に繋がっている。
　現在、車両１台で各種自然体験活動や休日の活動等を行っているが、利用人数に比
して車両が不足している状況である。
　本事業において自然体験留学事業用車両を導入し、自然体験留学生の交通手段を確
立することにより、今後も継続して安定的な留学体制を整える。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
 令和元年度

予定
令和２年度

予定
令和３年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

事業費 28,360,800 28,360,800 

交付金額 27,000,000 27,000,000 

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　平成３０年８月～平成３０年１１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　供用開始後、地域住民の利用状況を確認したことで、スポーツ親交、健康
増進、健康福祉に寄与する公園環境を確保することができたことを確認し
た。
　また、供用開始前にＳＮＳを活用しfecebook鹿追町に掲載をしたほか、本
施設整備が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業であることを町ホー
ムページ及び広報誌に掲載し地域住民への周知を図った。

　利用者の休憩場所、地域住民の交流の場として末永く利用して頂ける施設
として、今後も維持管理に努める。

　無

多目的ハウス新築工事　　一式
多目的ハウス用備品購入　一式
（テーブル・椅子）

事　　　業　　　評　　　価　　　書

然別演習場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：
鹿追町展望の丘公園多目的ハウス整備工事）整備事業
然別演習場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：
鹿追町展望の丘公園多目的ハウス整備備品購入）整備事業

鹿追町

鹿追展望の丘公園（鹿追町上幌内１線北３番地７）

　 鹿追町では、鹿追町公園条例に基づき、鹿追町上幌内にパークゴルフ場
及び多目的ハウス等を完備した展望の丘公園の建設を開始したところであ
る。
  平成２７年度から整備を開始し、平成２９年にパークゴルフ場の建設を終
え、今般、多目的ハウスを建設するものであり、 これにより地域住民のス
ポーツ親交、健康増進、福祉の向上に寄与することを目的とする。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成２９年度 平成３０年度
令和元年度

予定
令和２年度

予定
令和３年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

事業費 7,722,000 7,722,000 

交付金額 6,889,000 6,889,000 

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　平成３０年１２月５日～平成３０年１２月２６日

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　車両の導入により、住民の生活環境をより衛生的に整備する事が可能となったこと
を作業開始以降の運転日報により確認した。
　また、下記の方法にて住民への周知を図った。
・車体両側に「特定防衛施設周辺整備調整交付金事業」の文字を表記。
・町広報誌「広報しかおい」２月号に掲載
・町ホームページに掲載

　春先の粉塵掃除や、イベント時の会場清掃、秋の落ち葉掃きなど、住民生活の環境
向上のため、広範囲に渡って活用していく。

　無

道路維持作業車（搭乗式バキュームクリーナー）　１台

事　　　業　　　評　　　価　　　書

然別演習場関連公共用施設（交通施設：道路維持作業車購入）整備事業

鹿追町

鹿追町車両センター（鹿追町南町１丁目２６番地１）

　 鹿追町では町道の清掃業務は業者に委託しており、現在は業者所有の大型車で、路
肩に溜まった粉塵や落ち葉などの清掃を年３回行なっている。駐車場や狭い道路につ
いては大型車では対応できず、手付かずの状態である。
　本事業で搭乗式バキュームクリーナーを導入し、狭い場所での清掃作業が可能にな
る事によって、道路保全と住民の生活環境向上を目指す。


